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推 薦 図 書

新年度にあたり学生の皆さんへ各学科長・主任・その他の先生方 より專門分野学習の手引書、参考書

を推薦 していただきました。現在購入可能な本です。学年、学科 にこだわらず広 く利用 されるよう希

望 します。掲載は学部 ・学科順です。

書 名 著 者 名 発 行 所 推 薦 の コ メ ン ト

現代法学入門 新版
伊藤 正己、

加藤 一郎編

有斐 閣

1985

現代社会における法の機能を平明に叙述する定評のあ
る入門書(法 ・宮崎)

日本の法学者

(セミナー叢書)

潮見 俊隆、

利谷 信義編

日本評論社

1975

B本 近代法の発達に重要な役割を果たした法学者の学

説等の解説書(法 ・宮崎)

国家と法1 芦部 信喜
日本放送 出版協会

1988

憲法 の第一 人者であ る著者が憲法 のエ ッセ ンスを平易

に語 る書(法 ・宮崎)

民法案内1

私法の道しるべ
我妻 栄

コンメンタール刊行会

1988

(発売:一 粒社〉

民法 の学 び方、その基本原理 を具体的 、丁寧に説 く高

水準 の入門書(法 ・宮崎)

新版刑法概説1・2
平場 安治
ほか編

有斐閣

1982

刑法 の基本事項 を まとめてわか りやす く解 説 した新 し

い入門書(法 ・宮崎)

法学入門

(現代法学全集1)
国藤 重光 筑摩書房

1973

法学 に関す る一般的教養 書 として本書 を推薦 します。

なお、本書 につ いて興味を持 たれ たか たは、 同 じ著 者

の 「刑法紀行」(創 文社)「 わが心の旅路」(有 斐閣)も
一読に値す る。(経 法 ・王)

契約社会 道田信一郎
有斐 閣

1987

日本 ・アメ リカ ・イギ リスの契約杜会文化 に関 する違

いを知 るこ とに役 立つ。なお同 じ著 者がア メ リカ・ヨー

ロッパ ・日本の大企業 と独禁 法の問題 を扱 った 「独 占

への審判」(日 本経済新聞社)も 一読。(経 法 ・王)

法の実現における

私人の役割

田中 英夫
竹内 昭夫

東京大学 出版会

1987

法の実現 におけ る私 人の役 割について、弁護士の利用 、

当事者適格の拡大、行政機 関に よる私的訴訟の援助 、

自力救済、損害賠償 などの点について、 日米法律制度

の違 いを考察 した好著。(経 法 ・王)

商業学を学ぶ

(有斐閣選書)

久保村隆祐
原田 俊夫編

有斐 閣

1984

商業学の研究対象 である商業 ・流通の理論 ・政策 を平

易に解説 して ある。(商 ・来住)

簿記教科書3訂 沼田 嘉穂
同文館 出版

1988

簿記の初歩的 な基本概 念か ら各部門 まで をわか りや す

く説明 した学習の定本。(商 ・来住)

商業研究

ガイ ドブック
染谷恭次郎編

有斐閣

1973

「商学」に含 まれ る各科 目の概 要 を紹介す る とともに

必読 文献 を掲げ た学習の オllエ ンテー ションとな る書

物 であ る。(商 ・来住)

現代商学全集
商学原理 流通論
証券論 保険論
流通政策 続刊中

中央経済社

1980

商学 の各分野 を新 しい視点 ・研究方法 か ら探究 した テ

キス ト。(シ リー ズ もので現在5冊 出版 され ている)

(商 ・来住)

会計学一理論 と実務
一3訂 版 田島 四郎

国 元書房

1983

会計 の初 歩か らわか りやす く解説 した入門書。

(商 ・来住)

近代 日本経済史
一西欧化の系譜一

(経済学叢書)

小林 正彬
世 界書院

1983

経 済史 を産業中心に追 い、生活 問題 を他 の問題 と結 び

つ けてい る。

(経済 ・中里)

経済学

(現代大学双書)
千種 義人 学陽書房

1976

入 門書 として、物価 を中心に理論 と現実 を結 びつけて

いる。(経 済 ・中里)

経済学名著の読み方

(日評選書)
辻村江太郎

日本評論社

1979

古典、名 著 といわれ る書物のお いたち とその読み方 を

解説 している。(経 済 ・中里)

財政学 貝塚 啓明
東京大学出版会

1988

最 も新 しく、す ぐれた教科書 として推奨 に値 する。

(経済 ・中里)
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書 名 著 者 名 発 行 所 推 薦 の コ メ ン ト

経済政策論
(有斐閣双書)

神野璋一郎 ・

吉田 義三共編

有斐 閣

1968

経済政策原理の内容 を分 りや す く体 系的に説明 して い

る。(経 済 ・中里)

日本的経営 と人材

(講談社 現代新 書
860)

西田 耕三 講談社

1987

曲 りか どにあ るといわれ る終 身雇用制 を中心 に 日本的

経営 の動向がわか りやす く解明 されてお り、今後の ビ

ジネスマ ンの進むべ き方向 につ いて有益 な示唆が得 ら

れる。(経 営 ・齋藤)

経営学を学ぶ
(有斐閣選書)

後藤 幸男
小林 靖雄
土屋 守章 他

有斐閣

1971
し

単 に経営 学の内容紹介や解説だけ に とどま らず、学ぶ

姿勢や 方法について も適切 な助言が なされてい る。

(経営 ・齋藤〉

経営学辞典
,し

r

占部 都美編著 中央経済杜

1980

ハ ンデ ィなわ りには内容が充実 してお り、解 説 も比較

的 わか りや すい とい う点で、経営学専攻の学生 諸君に

は有用性 が大 きい。(経 営 ・齋藤)

現代の資本主義 伊東 光晴 筑摩書房

正971

現代の資本主義の構造を理解するには、それを構成す

る最も重要な要素である企業、とくに天企業の理解が
欠かせない。経済と企業の関係を極めて具体的で身近
な材料で解説してゆく腕前はさすがである。経済学科・

商学科の学生にもす ・めたい。(経 営・齋藤)

現代企業論入門 宮崎 義一
有斐 閣

1985

著者の骨太 な経済観 ・企業観が語 られ、私達の経済生 活

におけ る大企業 の役割 が解説 されてい る。

(経営 ・齋藤)

数学概論
(基礎数学叢書1)

一松 信 新曜社
1979

数学 を本格的に学ぼ うとす る人 のための入門書。

(数物 ・林)

物理学辞典

〔縮刷版〕

物理学辞典
編集委員会 編

培風館

1986
座右 においていつで も参照 したい(数 物1林)

生命科学の基礎
鈴木 米三

吉田 精一

南川 隆雄

理工学社

1987

前化学科長神 川忠雄 教授が昨年、「覇者の驕 り」、「ビジ

ネスマンの父よ り息子への30通 の手紙」 とともに推薦

され た ものであ る。r読 をすすめ たい。(化 ・宗像)

化学史 渡辺 啓
竹内 敬人

東京書籍

1987

化学 を学ぼ うとす る人のために:化 学 史の全 貌を楽 し

く知 るこ とがで きる。(化 ・宗像)

学問の創造 福井 謙一
佼 正出版社

1984

日本 て最 初 のノーベ ル化 学賞受賞者福井謙一博士 の学

,問論 ・人生論に触れ ることが できる良書。(化 ・宗像)

来 来 を拓 く(1、II、

IID一 科 学 の最 前 線 を

担 う人々 一

現代化学

編集グループ
「

1

東京化学 同人

1987

最先端の研究 は どのよ うに して生 まれ たか。肩 が凝 る
●

ことな く第一線研究 者の苦悩、研究への情熱、喜 び、

ブイロソフィー を知 るこ とがで きる。(化 ・宗像)

脚

背信の科学者たち

Broad,W.

Wade,N.

牧 野 賢治 訳

化 学同 人

1987

立身出世、名誉 等のためデー タの捏造 を した、心の狂 っ

て しまった科学者の虚像 と実像 をあばい た書。

(応化 ・吉 原)

化学領土の
開拓者たち

植村 琢 朝倉 書店

1976

現代化学の基礎 をきづ き挙 げた化 学の先覚者 たちにつ

いての化 学史。 これか ら化学 を勉強 しよ うとす る若者

たちに一読 をすすめた い。(応 化 ・吉 原)

有機化学15億 秒 野崎 一
化学 同人

1986

著 者の30数 年に及ぶ有機化学 の研究体験 か ら、独創的

研究 を開発 す る考え方等につ いて述べ ている。有機化

学 を研究 しよ うとい う夢 を持 っている若者 に読んで も

らいたい。(応 化 ・吉 原)

新しい化学の挑戦

(テクノ・アプローチ)
吉田 邦夫編 共立 出版

1985

バ イオテ クノロジー、エ レク トロニ クス、新 材料 等の

次世紀 をにな う新 技術に対す る化学の役割が いかに大

きな ものであるか、化学の スター トラインに立った学

生 に夢 を与 えて呉れる。(応 化 ・吉原)

ロボット工学入門 中野 栄二
オー ム杜

1983

ロボッ トに必須 の基礎知 識お よび最新の成果 をま とめ

た入門書(機 械 ・生 田)

初学者のための

計測工学
盛山 博人 理 工学社

1960

機械技術における工作測定に重点をおいた計測工学の
入門書(機 械 ・生田)

機械力学
鈴木 浩平
曽我部 潔
下坂 陽男

実教 出版

1984

動力学 を学 びなが ら機械 力学 を修 得で きるように構成

した テキス ト(機 械 ・生 田)
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書 名 著 者 名 発 行 所 推 薦 の コ メ ン ト

システム工学通論
中村 嘉平

浜岡 尊

山田 新一

朝倉書 店
1987

基本的技法 を中心に、概念か ら応用 までを網 羅 した初

学者 用テキ ス ト(機 械 ・生 田〉

NCシ ステム事典

土井 康弘
本多 庸悟
井上 久仁子編

朝倉書 店

1983

NC(数 値制御)に ついて基礎か ら関連 技術 まで解 説

した事典(機 械 ・生 田)

理科系の作文技術

(中公新書624)
木下 是雄 中央 公論 社

1981

理科系の学生が論文 レポー トな どを書 く場合 に、 内容

をどの ように組 み立 て、表現を どうす るか につ いて明

快 ・簡潔 に説明 した指 導書であ って、 多 くの大学 にお

いて指定 図書 となっている。(土 木 ・篠原)

雪と氷の世界から

(岩波新書)
樋 口 敬二

岩波書店

1985

有名な中谷字吉郎の 「雪」 に魅せ られ、又導かれ て、

雪 と氷の研究の道 を歩みつつ あ る著者の研究の歴 史を

書いた もので、 自然 界の研究 の面 白さ、雪 と氷の世 界

の ロマ ンに、又師の思 い出に興 味はつ きない。

(土木 ・篠原)

土木へのアプローチ
構木 亨
柴田 徹
中川 博次

技報堂出版
1984

昨今 、土木工学や土木技術の理解 を求 めて キャンペー
ンが行 われてい るが、本書は土 木工学科 以外の学生に

も、又土木工学科の学生に も、いかに土木工学が社会
の活動 に とって大切 な学問 であるか 、極 めて分 り易 く、

解 説された読み物であ る。(土 木 ・篠 原)

荒廃するアメリカ

(開発選書)

P.チ ョー ト、

S.ウ ォル ター

社 会 資本 研 究会 訳

(岡 野行 英 監修)

開発問題研究所

1982

アメ リカ社会資本研究の入門書 ともいわれ る名著で、

公共投 資 を怠ったア メリカに何がお こ りつつあ るか。

特に アメ リカの悲劇 を解 析 し、 わが国が 荒廃 する 日本

とならないためにど うした らよいか訴 えている。

(土木 ・篠 原)

日本の建造物
一構造と景観一

山田 善一
伊藤 学
金多 潔
小堀 為雄
山本 政雄

朝倉書店

1987

最近 の構造物(ビ ルや橋な ど)は ただ機能 を果たすだ
け でな くその もの自身美 し く、又周囲 との景 観美を作

り出 して行 くものでなければ ならない こ とが強 く指摘

されて いる。本書 はわが国の多 くの実例につ いて論 じ

た もの である。(土 木 ・篠原)

エ レク トロニ クス最

前線一次世代 をにな

う技術は今一

牧野 昇編
TBSブ リタニカ

1988

新 しい時代 の技術 、バイオエ レク トロニ クス、 メデ ィ

カルエ レ クトロニクス、知能 ロボ ッ ト、超伝導材料 な

どをわか りや す く紹介 してい る。(電 気 ・栗岡)

エ レ ク トロ ニ ク ス の

は な し
佐伯 平二

技報堂 出版

1988

電気現象の発見か ら電気学 のは じま り、発展、電気通

信の発展、半導体時代の は じまりな どや さし く説明 し

てい る。(電 気 ・栗岡)

半導体のあゆみ

(C&C文 庫15)
長船 廣衛

日本電気文化 センター

1987

半導体 の夜明け時代か らの進 歩の歴史、 トランジスタ
の開発、ICの 発達 などをわか りや す く解説 してい る。

(電気 ・栗岡)

原子力工学概論

(上、下〉

山本 賢三
石森 富太郎編

培風館

1976～1977

原子力の基礎ならびに応用両面にわたる広範な知識を
正確かつ平易に解説(原 子炉 ・姜)

絵 でみる原子力エネ
ルギーのひみつ

林 喬雄
日刊 工業新聞社

1981

数 式を用いず、 イラス トと軽妙 な文体 で綴 った原子力

の入門書(原 子炉 ・姜)

原子力発電技術読本
改訂2版

豊田 正敏

〔等〕共編

オー ム社

1976

原子力技術の基礎的事項と実際面を、数式を極力用い
ずに平易に解説(原 子炉 ・姜)

エネルギー科学叢書

(全11巻)

共立出版

1979～1987

現代の エネルギー に関わる問題 を幅広 く、平 易に記述

(原子炉 ・姜)

新 エ ネ ル ギー
一 こ れ か ら の エ ネ ル

ギー をど うす る か一

鈴木 腓編
同文書院

1982

新 しいエネルギー源の開発につい て、平易 で明快 に記

述(原 子炉 ・姜)

「絶対」の探求

(岩波文庫 赤一

530-6>

Balzac,Honor6de

水 野 亮訳

岩波書店

1978

「絶対」元素 を探 し求め て20年 の歳 月 と700万 フランの

財宝 を費や した情熱 に、練金術 の楽 しさ、激 烈で執拗

な思惟の奔流 を読 み取 り、金属学研究への取 り組 みの

気 白鬼を感 じて欲 しい。(金 属 ・石野)
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書 名 、
、

著 者.名
o

発 行 所 推 薦 の,コ メ 、ン ト

鉄 のメルヘンー金属

学をきずいた人々一
中澤 護人

ア グネ

1975

副題に 「金属学 をきず いた人々」 とあ るように鉄 を中

心に古代か ら近代 までの研 究開発の歴史 を研究者 の伝

記を折 り込んで記述 している名著であ る。

(金属 ・石 野〉

新素形材
鰯素形材センター

(編集部会長

干々岩健児)

㈲素形材 セ ンター

1988

東京都港 区芝公 園3
-5-8機 械 振興会館 内

各種機械 を構成す る材料は鉄 ・銅 な どの基礎 的金属材

料 か らアモルフ ァス合金、 ファインセ ラミックス など
の新素材 まで 多岐にわ た り、加工 法 も鋳造 ・鍛造 ・粉

末 冶金な ど範囲が広い。 これ ら素 材 とその加工法 をわ

か り易 く図 ・写真 を豊富 に入れて解 説 してい る。(購入

希望 者は発行 所へ直接発 注)1(金 属 ・石 野)

BasicEnglish

forScience

PeterDonovan&

OxfordUniversity

PressEnglishLan・

guageTeaching

DevelopmentUnit.

(lllUS.)

Oxford

UniversityPress

1978

幽

オッ クスフォー ド大学の発行に なる科学 英語 を理解す

るため の入門書で、物の大 きさや重 さの呼 び方か らエ

ンジンの構造や 流体 力学 まで図 を挿入 して説明 し、章

の末 尾 にDri11やExercisesが あ り、科 学英 語の 基礎

勉強 に最適。(金 属 ・石 野)

機械材料
大学課程 和田 次郎編著

オー ム社

1982
脚

機械を構成する材料全般に大学教科書向きに編纂され
たもので、金属工学系だけでなく機械工学系にも最適
である。(金 属・中村)

鉄鋼 材料強度学一強

靱化と加工熱処理一
田村 今男

日刊工業新 聞社

1969

鉄鋼材料の強度 に関 して理論的に よ くま とめ られてい

る。やや高度 である。(金 属 ・中村)
「

材料試験法 須藤 一
内田老鶴 圃

1976

材料の機械的性質 の試験 法について総括的 にま とめら

れた もので ある。座右 の書 として好適 である。
聖(金 属 ・中村)

構造はむずか しくな
い

高橋 慶夫 井上 書院

1975

構造設計 をわか り易 く書 いてい る。

(建築 ・阪 口 ・須賀)

建築構造の計画 松井 源吾 彰国社

198G

数 式 を使わずに構造 を面 白 く解 説 してい る。

(建築 ・阪 口 ・須賀)

鉄骨構造の話

(建築技術選書24)
金多 潔 学芸出版社

1981

鉄 骨構造の基本的 な問題 を平 易に解説 してい る。

(建築 ・阪口 ・須賀)

構造計画 とや さしい

力学1一 はり・柱編一

(建築技術選書7)

須賀 好富
学芸出版社

1979

構造 力学 と構造計画の関連 を分か りや す く解説 してい

る。(建 築 ・阪口 ・須賀)

構造計画 とやさしい

力学II一 架構 ・屋根 ・

床 ・耐震要素 ・コスト

編一

(建築技術選書10)

須賀 好富
学 芸出版社

1979

構造 力学 と構 造計画の関連 を部材 毎に解 説 している。

(建築 ・阪 口 ・須賀)

建築 家 の 自邸
一 自邸 建 築50選

1951～1981一

都市住宅編集部編
鹿島出版会'

1982

住宅 の設計 のす ぐれた指針 となる 日本 の一流建 築家の

自邸 を集 めた作品集。(建 築 ・阪 口 ・片倉)

建築家の自邸
海外編 都市住宅編集部編

鹿 島出版会

1984

住宅 の設計 あす ぐれた指針 とな る世 界の一 流建 築家の

自邸 を集め た作 品集。(建 築 ・阪 口 ・片倉)

21世 紀 建築 のシナ リ

オ
尾島 俊雄

日本放 送出版協会

1984

新 しい建築 の動 向 を知 るのにふ さわ しい。読みやす く、

学部学生 にも興 味が持 て ると思われ る。

健 築 ・阪 口 ・片倉)

新世紀末感覚101 若松久男ほか編
鹿 島出版 会

1988

新 しい感覚 で とらえた、建 築の世 界の諸 断面が豊富に

示 され ている。学生 に とって もナ ウイ書。

健 築 ・阪 ロ ・片倉)

昭和生まれ関西の建

築家50

日本建 築協会

1987

学生が関心 を持つ関西 の若い建 築家のプ ロフ ィール集。

所属す る組織の紹介が あ り、就職選択に も役 立つ。 作

品の所在地図が付 され てお り、見学の手掛 か りに もな

る。(建 築 ・阪 口 ・片倉)

コン ピュ ー タ&通 信

(ニ ュー メ デ ィ ア 入

門 シ リー ズ)

北原 安定監修
塩野 充

オー ム社

1985

コンピュー タと通信の 基礎 から先端技術 までを分 か り

やす く解説 している。(電 子 ・梶谷)
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書 名 著 者 名 発 行 所 推 薦 『の コ メ ン ト

教養 の ため の コ ン

ピュータ入門

小方 厚
小柳 義夫

近代科 学社

1988

理工系学生 の入門書 として適当 によ くま とめ られてい

る。(電 子 ・梶 谷)

シス テ ム と制御

第2版(上 ・下)
高橋 安人

岩波書店

1978
高度 な内容 を平 易に解説 した名著(電 子 ・梶谷)

岩波講座 情報科学

(全24巻)

岩波書店

1981～1983

入門かち高度 な内容 を広 い分 野にわた ってカバー して
い る(電 子 ・梶谷)

トラ ン ジ ス タ とIC

の ため の 電 子 回 路1、

2、3第2版

Schilling,

DonaldL.

山 中 惣 之 助

宇 佐 美 興一 訳

マ グロウヒル ブ ック

1982
電 子回路についての名著

(電子 ・梶谷)

SASに よるデー タ

解析 基礎編上 ・下

雄山 真弓
他共著

丸善

1984

統 計パ ッケー ジが容易 に使 えるこ とが分 か る。

(経工 ・森)

予算管理発達史 小林 健吾
創成社

1987

予算管理 について まとめた 日本 で最 初 の出版物。

(経工 ・森)

工科系のための統計

概論

1.ガ ッ トマ ン

S.S.ウ ィル ク ス

石 井 、堀 共 訳

培 風館

1968
確立統計 の参考書 として好適。

(経工 ・森)

Numerical

MethodsforScience

andEngineering

Stanton,RalphG,
丸善

1961

基礎数学 、数値 計算法の参考書 として好適。

(経工 ・森)

Tutorialon
robotics(Tutorial
TextsSeries)

LeeC.S.G.

IEEEComputer

SocietyPress

l986

ロボ ッ ト工学 に関す る基礎 的知識につ いて体 系的に解

説 され た良書 である。(経 工 ・森)

メ カ トロニ クス

(岩波 講 座 マ イ ク ロ エ

レ ク トロニ クス11)

石井 威望
他

岩波書店

1985

電子機械工 学なる言葉の正 しい理解の ため の適書であ

る。(経
工 ・馬場)

大学課程
制御工学

近藤 文治
藤井 克彦編

オーム社

1972

古典制御 理論か ら近代制御理論 までを厳密に記述 して

いる。(経 工 ・馬場)

小 型 モ ー タの 基 礎 と
マ イ コン制 御

モ ー タ エ レ ク トロ ニ

クス 入 門

見城 尚志
総合 電子出版社

1983

一

小 型モー タのマ イコン制御方法 を実 用的観点か ら記述

している。

(経工 ・馬場)

ロ ボ ッ ト ・マ ニ ピュ

レー ター 数 学 的

基礎 、プ ログ ラ ミン グ

お よ び制 御 一

Paul,RichardP。

吉 川恒 夫訳

コロナ杜

1984

ロボッ ト工学 に必要な数学的基礎、操作 プロ グラ ミン

グ等の適書。

(経工 ・馬場)

センサ工学
森村 正直
山崎 弘郎編

朝倉書店
1982

セ ンサ技術 の基礎 か ら応用 まで を横断的視点 で具体的

に解説。(経 工 ・馬場)

人の健康 と魚一食物、

アイコサノイ ド、病気

の関わり

William

EM、Lands

奥 山 治美

山田 和 代 訳

名古屋大学
健康食品研究会
1988

本書では 食物 を選ぶ こ とによ って、心臓発作、動 脈硬

化症、脳卒 中、高血圧 、ア レル ギー炎症、喘 息、 免疫

不全、がん などの予 防が可能 であ ることが述べ ちれて
い る。(購 入希望 者は名古屋大学へ 直接 発注)

(薬 ・小木 曽)

薬草と漢方のすすめ 吉川 敏男

ニライ社

1988

(発売:新 日本教育図書)

長寿の秘訣は食生活が重 要であ り、食は医に通ず る と

の考 えで、家庭に欲 しい薬草、症状 に応 じた薬草 と漢

方のすすめ、な どが判 り易 く述べ られてい る。

(薬 ・小木曽)

アニ リンー科学小説
K.A,シ ェン チ ンガ ー

藤 田 五 郎 訳

法政 大学出版局

1953

この小 説 を読んで、学問 の進路 に有機 化学の道 を選 ん

だ人々は数え切れ ない。 しか し、これは有機化学書 で

はないのであ る。(薬 ・百瀬)

魚の図鑑 ①、②
岩井 保

(写真、伊東勝敏)

保育社

1986

約320種 の魚 を写真 で収録 、解説 し、魚 名が検 索で きる。

末尾 に魚学 入門の記述 もあり、豊富 な内容に対 して、

低廉 な価格 である。(水 産 ・小林)

魚

(東京大学公開講座27)

向坊 隆

他

東窟 大学 出版会

1978

魚 とい うものを生物学のみ ならず、 その資源、増養殖、

環境、利用 、経済、漁業政策 など水産 との関連か ら広

く概説 されている。(水 産 ・小林)
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書 名 著 者 名 発 行 所 推 薦 の コ メ ン ト

人間に とって科学 と

は何か

(中公新書132)

湯川 秀樹
梅樟 忠夫

中央公論社

1966

巨大化 しつつあ る科学 は、 む しろ人間 を超えた存在 で

あ り、神 に も似た存在 ではないか、 とい う年代の異 な

る二人の思想家対話集 である。(水 産 ・小林)

沈黙の春
一生と死の妙薬一

(新潮文庫〉

R.カ ー ソ ン

青 樹 簗 一 訳

新 潮社

1974

女性科学 者による 自然保 護 と化学公害追求 の先進 的な

書。文明 その ものが内包す る矛盾 を知 る。

(水産 ・小林)

理科系の作文技術

(中公新書624)
木下 是雄 中央 公論社

1981

文章 を明快、簡潔 に書 く要領 を基本か ら教 えて くれ る。
口頭発表 のコツ も末章 にあ る。(水 産 ・小林)

自然 の し くみ
一 化学 の 眠 一一

大阪大学理学部化学
教育研究会編

化学同人

1987

農芸化学 では化学 と生物 のかかわ りあいに注 目す る。

化学の眠か ら自然の しくみを平易に解説 して いる。

(農化 ・浜田)

バイオテ クノロジー

と農 業技術一農業技

術の革新 をめざして
一(農 芸および園芸別

冊)

養賢堂

1985

農林 水産業におけ るバ イオテ クノロジーの現状 と将来

を専 門家32名 に よって平易 に解 説 してい る。

(農化 ・浜 田)

作物の進化と農業 ・食

糧

Harlan,

JackRodney

熊 田 恭 一

前 田 英 三 訳

学生 出版セ ン ター

1984

農業の歴史的発達過程と近代農業や食用作物の進化を

具体例で示し、今日のバイテク農業と食糧生産の安全
性のあり方に対する指針を与えている。

(農化・浜田)

化 学の レポー トと論

文の書き方

化学同 人

1985

化学の レポー トに関するあ らゆ る問題 を具体的 に示 し

た実用書。(農 化 ・浜田)

月刊

教貝養成セ ミナー
時事通信社

(教職 ・宮村)

教貝試験事典 時事通信社
年1回(2月発行予定) (教職 ・宮村)

月刊

教職課程
協同通信社

(教職 ・宮村)

教育実習

(バインダー形式)
東洋館出版社

(教職 ・宮村)

図説 ・図書館のすべて 図書問題研究会編
ほ るぷ出版

1985

各種図書館 について概説、別に 『図書館ハ ン ドブ ック

5版 』 を 日本図書館 協会が近刊予定 である。

(司書 ・埜上)

図書館活用学
一本のある暮らし一

(新日本新書309)

森崎 震二

戸田あきら編著

新 日本出版社

1982

新書版。各地 の実例 を豊富にあげ て、公立図書館 のサー

ビス を紹介。(司 書 ・埜上)

図書館の施設と設備 栗原嘉一郎編
東京書籍

1988

地域 ・キャンパ ス計画、建 築プ ラン、備品.維 持 ・更

新に互 って詳説。(司 書 ・埜上)

民 衆 本の世 界17・18

世 紀 フ ラ ン ス の 民 衆

文化

RobertMandrou

ニ ノ宮 ・長 谷 川 訳

人文 書院

1988

トロアの青本 をもとに、17・18世 紀の民衆文化のあ り

よ うを考察 した先駆的 な研究書(司 書 ・埜上)

コン ピュー タ ・OA常

識用 語事 典

コン ピ ュー タ・OA

用語 研 究 会

経林書房

1982

コン ピュー タやOA機 器に なじめ るため に、基礎用語

を平 易に解 説 した。(司 書 ・埜上 〉
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中央図書館 日誌抄

●10月4日

文部省 大学設置 ・学校法人審議会大学設

置分科会実地視察(文 芸学部関係)

喜 多副館長一 ケ年留任発令

●10月6日

東大阪税務署 新署長着任挨拶を兼ね稀観

書室見学

上海外国語学院図書館参考閲覧室主任 徐

紀良氏、北京第二外国語学院教師兼京都外

国語大学研修員 伊正氏、及び京都外国語

大学図書館貝1名 図書館見学(主 に閲覧業

務)

●10月17日

外国雑誌共同購入連合会(外 共連)63年 度第

1回 交渉会議

●10月18日 ～19日

一橋大学 宮野悦義教授(独 語)他3名 キ

ス トナー ・コレクション(稀 観書)閲 覧。

(研究調査 のため)

●10月21日

湘南新聞記者 中村氏 華岡青洲流医療器具
一式見学撮 影。(中 村氏の先祖が代々使用

していた物で、祖父の代に梯下げた品)

●11月2日

私立大学図書館協会西地 区部会京都地区研

究会主題別研究会A(書 誌)3名 参加(於

天理大学図書館)

●11月9日

外共連第2回 会議(大 学側のみ)

●11月10日

外共連第3回 会議

●11月22日

外共 連63年 度 総会 出席12校 欠 席2校

(於 近畿大学)

●11月25日

九州工学部図書分館へ個研除籍図書 約5

千冊贈 る。移管

●12月1日 ～14日

63年 度(冬 期)通 信教育部 司書課程 図書館

実習10名

●12月8日

信越放送 より1月28日 ～2月5日 長野市で

行 われ る 「ニュー トンと全 国 こ ども発 明

展」にニュー トン関係稀観書出展依頼

●12月20日

中華民國薬科大学(上 海)よ り3名 本草

及中国古文書関係稀 観書見学

●12月22日

文芸学部増設認可

●'891月17日

図書館委員会開催 新委貝下記の通 り

簿名員委会員委館書図

明

康

夫
荊

司

章
射

二

鐘

ヰ
ゆ

エ
　

和
裕
轟

庄

鷲

耀

賑

羽

津

木
く

村

合
休

垣

委

鳥

副

西

興

高

竹

河

石

王

印

章

雄

夫
射

交

男
射

三

衛

ま

エか

。
政

美

轟

雄

轟

洋

田
藤

轟

崎

轟

田
上

後

喰

今

埜

増

斎

多

ー

岡0

0

k
F

β

k
P

k
ド

β

β

k
ド

ま
ロ

　
ロ

ま
ロ

ま
ロ

ホ
ロ

ま
ロ

ま
ロ

学
讐

学
学

轟

法

商

理

薬

農

教

短

図 書 館 後 藤 文 利

郎

士

雄

文

弘

靖

早

邦

敏

恵

多

高

内

木

間

々

喜

戸

竹

佐

葭

O

辰 馬

深 貝 幹 雄

森 上 心多

十

"

曇
ロ

(館 長)
委 員 長

(副 館 長)

(事 務 部 長)

(庶 務 課 長)

(庶務課長補佐)

(整 理 第 一

[兼]・第二課長)

(整 理 第 一
課長補佐)

(整 理 第 一
課長補佐[兼])

(運 用 課 長)

23名
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●1月24日

大阪樟蔭女子大学学生40名 図書館見学。(主

に稀観書 ・洋書OCLC・ 参考業務)

長野市で催 される 信越放送主催 「ニュー

トンと全国こども発明展」(1月28日 ～2月

5日)へ の特別出展稀 観書は下記7点13冊

に決定。本 日搬出。

書 名 著 者 発行年 冊数

TheMathematical

PrinciplesofNatu一

1 ralPhilosophy, Newton,1. 1729 2

1sted.inEnglish,

2vols,

英語 版プ リンキピア

PhilosophiaeNa・

2
turaIisPrincipia

Mathematica.
Newton,1. 1687 1

プ リンキピア

IssaciNewtonlOP

eraQuaeExstant
3 Omnia.Tom,1～5、 Newton,1. 1779 5

アイザ ック ・ニ ュー トン

著作集

AstronomyExpIai・

neduponSirIssac

Newton'sPrinciples,

4
alldmadeeasyto

Thosewhohave
FergusonJ. 1757 1

notstudiedMath・

ematiCS.
ニ ュー トン天文学

Mathematicheskie

NachalaNaturali・

5 noiFilosofii,tr.by 1915 2

Krylov.

ロシア語版プリンキピア

AViewofSirIssac

6
Newton'sPhHosophy.

ニ ュ ー トン

Pemberton,

H. 1728 1

"ブ イ ロ ソ フ イ"考

ExcerptaQuaedam
eNewtoniPrincipiis

7
PhilosophiaeNatur・

aliss,cumNotis
Newton,1, 1765 1

Variorurn.

プ リンキピア要録

●1月24日 ～28日

一 橋 大学 井上 修一 教授(独 語)キ ス ト

ナー ・コレクション閲覧(研 究のため)

●1月26日

近畿大学校友会姫路支部副支部長 木村文

子氏のご尽 力により、佐野清輔氏(兵 庫県

揖保郡太子町在住)よ り 江戸期刊の医学

書(和 書)3点45冊 寄贈 を受 く。

●1月27日 ～28日

一橋 大学経済研究所 所長 津田内匠教授

(経済学)フ ランス革命に関する稀観書閲

覧(研 究のため)

●2月7日

第6回 図書館情報サー ビス研究大会開催 の

案 内 大阪 歯科大 学 よ り連絡(6月10日

～11日 開催)

●2月9日

文部省 大学設置 ・学校法人審議会 学校

法人分科会実地視察(経 済大学院関係)

昭和63年 度第2回 阪神地区研究会開催の案

内 大 阪工 業大学 よ り連絡(3月9日 開

催)

●2月10日

信越放送へ貸与 したニュー トン関係稀観書

本 日無事返却 される。

●2月15日

1989年 度(平 成元年度)第50回 記念 私立

大学図書館協会総大会 ・研究会の打合せ

(於 早稲 田大学)

●2月16日

文部省 大学設置 ・学校法人審議会 大学

設置分科会実地視察(経 済 ・農学大学院関

係)

●2月17日

阪神地区協議会(於 大阪工業大学)

●2月20日

私立大学協会 図書館研修委員会(於 私

学会館)

●2月27日

私立大学図書館協会西地区部会 昭和63年

度阪神地 区機械化研究会開催(3月27日)の
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案内 関西大学 より連絡

C2月27日 ～28日

一橋大学 宮野悦義教授(独 語)他2名 キ

ス トナー・コレクション閲覧(研 究のため〉

●3月6日

平成 元年度 専門図書館 協議 会(7月26

日～28日 開催)に 於ける表彰者推薦依 頼 、

西地区代表近藤駒太郎氏 より連絡(被 表

彰該当者なし)

●3月16日 ～17日

私立大学図書館協会 東西合 同役員会(総

大会 ・研究会の件他 於 浜松)

●3月20日

日本分析化学会員約30名 稀観書閲覧

●3月23日

大阪府立島上高校生10名 及び引卒教師1名

稀観書室見学

●3月24日

千葉大学 花村治郎教授(民 事法学)各 種

稀観書 コレクション見学

●3月27日

昭和63年 度 私立大学図書館協会西地区部会

阪神地区機械化研究会2名 参加(於 関

西大学)

予 告8月1日 ㈹ ～3日 ㈲ 本学11月 ホール

に於て1989年 度(平 成元年度)第50回 記念

私立大学図書館協会総大会 ・研究会を開催

す る。奮って御参加下 さるよう御案内を申

上げ る。

尚8月3日 の見学研修 は 奈良国立博物館

(特別 展)他 そ の 周 辺博 物

館 ・美術館。

8月1日 ～2日 中央図書館所蔵稀親書約

100点 「人類の文化 を築いた名

著百選」のテーマで特別展示す

る。

編 集 後 記

●編集作業の最 中に改元に遭 う。平成(ヘ イ

セイ)元 年 記念すべ き年。

●文芸学部発足にあた り学部長に原稿 をお願

いする。快 くお引受けいただ き感激。

●館蔵資料 は今回より東西交渉史に関係す る

稀襯書 を5～6回 にわた りシリーズ形式で

紹介す る。

●初代館長 田中敬博士逝かれて30余 年、想い

出が風化 しない うちに と書誌学研究会会員

森上課長 にお願 いした。

●次号か ら編集委員一部交替。

編集委貝

河合忠信

久保遊亀江

深貝幹雄 白川信也

永井恵美子 牛島 裕
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